
◎
我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全

の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
自
衛
隊
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
七
年
九
月
三
〇
日
法
律
第
七
六
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
七
年
五
月
二
六
日
・
衆
議
院
我
が
国
及
び

国
際
社
会
の
平
和
安
全
法
制
に
関
す
る
特
別
委
員

会

）

○
中
谷
国
務
大
臣

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
我
が
国
及
び
国
際
社

会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
及
び
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
際
し
て
我
が
国
が
実

施
す
る
諸
外
国
の
軍
隊
等
に
対
す
る
協
力
支
援
活
動
等
に
関
す
る
法
律

案
に
つ
い
て
、
そ
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要
を
御
説
明
い
た
し
ま

す
。ま

ず
、
我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
た

め
の
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
、
そ
の
提
案
理

由
及
び
内
容
の
概
要
を
御
説
明
い
た
し
ま
す
。

我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
我
が
国
と
密

接
な
関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
、
こ
れ
に
よ
り
我

が
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国
民
の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利

が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
明
白
な
危
険
が
あ
る
事
態
に
際
し
て
実
施
す
る
防

衛
出
動
そ
の
他
の
対
処
措
置
、
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
に
重
要
な
影
響

を
与
え
る
事
態
に
際
し
て
実
施
す
る
合
衆
国
軍
隊
等
に
対
す
る
後
方
支
援

活
動
等
、
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力

業
務
そ
の
他
の
我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す

る
た
め
に
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
つ
い
て
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。以

上
が
、
こ
の
法
律
案
の
提
案
理
由
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
こ
の
法
律
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
御
説
明
い
た
し

ま
す
。

第
一
に
、
自
衛
隊
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
防
衛
出
動
の
対
象
と
な
る
事
態
と
し
て
、
我
が
国
と
密
接
な

関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
、
こ
れ
に
よ
り
我
が
国

の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国
民
の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利
が
根

底
か
ら
覆
さ
れ
る
明
白
な
危
険
が
あ
る
事
態
を
追
加
す
る
ほ
か
、
外
国
に

お
け
る
緊
急
事
態
に
際
し
て
の
在
外
邦
人
等
の
保
護
措
置
を
新
設
し
、
合

衆
国
軍
隊
等
の
部
隊
の
武
器
等
の
防
護
の
た
め
の
武
器
の
使
用
の
規
定
を

整
備
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律

三
〇
七



第
二
に
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
際
平
和
協
力
業
務
の
実
施
ま
た
は
物
資
協
力
の
対
象
と
し

て
新
た
に
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
を
追
加
す
る
ほ
か
、
国
際
平
和
協
力

業
務
に
、
防
護
を
必
要
と
す
る
住
民
、
被
災
民
そ
の
他
の
者
の
生
命
、
身

体
等
に
対
す
る
危
害
の
防
止
等
の
業
務
そ
の
他
の
新
た
な
業
務
を
加
え
る

と
と
も
に
、
そ
の
他
国
際
平
和
協
力
業
務
の
実
施
等
の
た
め
に
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

第
三
に
、
周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
及
び
周
辺
事
態
に
際
し
て
実
施
す
る
船

舶
検
査
活
動
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま

す
。こ

れ
は
、
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
事
態
で

あ
る
重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
、
適
切
か
つ
迅
速
に
、
後
方
支
援
活
動
、

捜
索
救
助
活
動
、
船
舶
検
査
活
動
そ
の
他
の
重
要
影
響
事
態
に
対
応
す
る

た
め
必
要
な
措
置
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
の
ほ
か
、
国
際
平
和

共
同
対
処
事
態
に
対
応
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
船
舶
検
査
活
動
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

第
四
に
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に

国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
及
び
そ
の
他
の
事
態
対
処
法

制
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
我
が
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が

発
生
し
、
こ
れ
に
よ
り
我
が
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国
民
の
生
命
、
自

由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
明
白
な
危
険
が
あ
る
事

態
で
あ
る
存
立
危
機
事
態
へ
の
対
処
に
つ
い
て
、
基
本
と
な
る
事
項
を
定

め
る
ほ
か
、
武
力
攻
撃
事
態
等
ま
た
は
存
立
危
機
事
態
に
お
い
て
自
衛
隊

と
協
力
し
て
武
力
攻
撃
ま
た
は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に

必
要
な
外
国
軍
隊
の
行
動
が
円
滑
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
た
め
の
措

置
等
に
つ
い
て
定
め
る
な
ど
、
武
力
攻
撃
事
態
等
ま
た
は
存
立
危
機
事
態

の
推
移
に
応
じ
て
実
施
す
る
措
置
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

第
五
に
、
国
家
安
全
保
障
会
議
設
置
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
御
説
明

い
た
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
ま
し
た
関
係
法
律
の
一
部
改
正
等
を
踏

ま
え
、
国
家
安
全
保
障
会
議
の
審
議
事
項
及
び
同
会
議
へ
の
必
須
諮
問
事

項
を
拡
充
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
関
係
法
律
の
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

以
上
が
、
こ
の
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要
で
ご
ざ
い
ま

す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

以
上
が
、
我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る

た
め
の
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
国
際
平
和
共
同
対

我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律

三
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処
事
態
に
際
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
諸
外
国
の
軍
隊
等
に
対
す
る
協
力

支
援
活
動
等
に
関
す
る
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要
で
ご
ざ
い

ま
す
。

何
と
ぞ
、
慎
重
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
あ
ら
ん
こ
と
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

二
、
衆
議
院
我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
安
全
法
制
に
関

す
る
特
別
委
員
長
報
告（
平
成
二
七
年
七
月
一
六
日
）

○
浜
田
靖
一
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
四
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
本
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。ま

ず
、
内
閣
提
出
の
平
和
安
全
法
制
整
備
法
案
は
、
存
立
危
機
事
態
に

際
し
て
実
施
す
る
防
衛
出
動
、
重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
実
施
す
る
米
軍

等
に
対
す
る
後
方
支
援
活
動
そ
の
他
の
我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及

び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
に
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
つ
い
て
定

め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

内
閣
提
出
の
両
法
律
案
は
、
去
る
五
月
十
九
日
本
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
二
十
六
日
本
会
議
に
お
い
て
趣
旨
説
明
及
び
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し

た
。本

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
同
日
中
谷
安
全
保
障
法
制
担
当
大
臣
か

ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
翌
二
十
七
日
か
ら
質
疑
に
入
り
ま

し
た
。

質
疑
に
お
き
ま
し
て
は
、
同
大
臣
等
に
対
す
る
質
疑
の
ほ
か
、
安
倍
内

閣
総
理
大
臣
の
出
席
を
求
め
て
の
質
疑
を
五
回
、
参
考
人
質
疑
を
二
回
行

い
、
中
央
公
聴
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、
沖
縄
県
及
び
埼
玉
県
で
も
参
考
人

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

七
月
八
日
に
は
江
田
憲
司
君
外
四
名
提
出
の
両
法
律
案
及
び
大
島
敦
君

外
八
名
提
出
の
領
域
警
備
法
案
が
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
同
日
提
出
者

か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
十
日
か
ら
五
法
律
案
を
一
括
し

て
質
疑
を
行
い
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
の
出
席
を
求
め
て
の
質
疑
も
行
い

ま
し
た
。

昨
十
五
日
、
締
め
く
く
り
総
括
質
疑
を
行
い
、
内
閣
提
出
の
両
法
律
案

及
び
江
田
憲
司
君
外
四
名
提
出
の
両
法
律
案
に
つ
い
て
質
疑
を
終
局
し
、

討
論
を
行
い
、
順
次
採
決
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
江
田
憲
司
君
外
四
名

提
出
の
両
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
は
い
ず
れ
も
賛
成
少
数
を
も
っ
て
否
決

す
べ
き
も
の
と
議
決
し
、
内
閣
提
出
の
両
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
は
い
ず

れ
も
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
議
決
し
た

次
第
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律

三
〇
九



三
、
参
議
院
我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
安
全
法
制
に
関

す
る
特
別
委
員
長
報
告（
平
成
二
七
年
九
月
一
九
日
）

○
鴻
池
祥
肇
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
安
全
法
制
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に

お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
平
和
安
全
法
制
整
備
法
案
は
、
存
立
危
機
事
態
に
際
し
て
実
施

す
る
防
衛
出
動
、
重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
実
施
す
る
米
軍
等
に
対
す
る

後
方
支
援
活
動
そ
の
他
の
我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確

保
に
資
す
る
た
め
に
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
法
律
案
に
つ
い
て
審
査
を
進
め
、
そ
の

後
に
提
出
さ
れ
た
小
野
次
郎
君
発
議
に
係
る
武
力
攻
撃
危
機
事
態
に
対
処

す
る
た
め
の
自
衛
隊
法
改
正
案
外
六
法
律
案
と
一
括
し
て
議
題
と
し
、
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
間
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
、
中
谷
国
務
大
臣
、
岸
田
外
務
大
臣
ほ

か
関
係
大
臣
、
発
議
者
等
に
対
し
て
質
疑
を
行
う
と
と
も
に
、
参
考
人
質

疑
、
中
央
公
聴
会
、
神
奈
川
県
で
の
地
方
公
聴
会
を
行
う
な
ど
、
審
査
を

重
ね
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

委
員
会
に
お
け
る
主
な
質
疑
の
内
容
は
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保

障
環
境
の
変
化
と
平
和
安
全
法
制
整
備
の
是
非
、
憲
法
解
釈
の
変
更
と
法

的
安
定
性
の
問
題
、
専
守
防
衛
と
の
整
合
性
、
存
立
危
機
事
態
の
具
体
的

事
例
と
該
当
性
、
外
国
軍
隊
へ
の
後
方
支
援
の
在
り
方
、
国
際
平
和
協
力

業
務
の
追
加
と
武
器
使
用
権
限
見
直
し
の
理
由
、
米
軍
等
の
武
器
等
防
護

の
新
設
の
妥
当
性
、
例
外
な
き
国
会
の
事
前
承
認
と
事
後
検
証
の
必
要
性

等
で
あ
り
ま
す
が
、
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

両
法
律
案
の
質
疑
を
終
局
し
、
討
論
を
省
略
し
、
直
ち
に
採
決
に
入
る

こ
と
の
動
議
が
提
出
さ
れ
、
本
動
議
は
多
数
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し

た
。次

い
で
、
順
次
採
決
の
結
果
、
両
法
律
案
は
い
ず
れ
も
多
数
を
も
っ
て

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
両
法
律
案
に
対
し
ま
し
て
国
会
の
関
与
の
強
化
等
を
内
容
と
す

る
附
帯
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議
（
平
成
二
七
年
九
月
一
七
日
）

日
本
国
憲
法
の
下
、
我
が
国
の
戦
後
七
十
年
の
平
和
国
家
の
歩
み
は
不

変
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
確
固
た
る
も
の
と
す
る
た
め
、
二
度
と
戦
争
の
惨

禍
を
繰
り
返
さ
な
い
と
い
う
不
戦
の
誓
い
を
将
来
に
わ
た
っ
て
守
り
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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国
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国
際
社
会
の
平
和
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安
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そ
の
上
で
、
我
が
国
は
国
連
憲
章
そ
の
他
の
国
際
法
規
を
遵
守
し
、
積

極
的
な
外
交
を
通
じ
て
、
平
和
を
守
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
の
平
和
及

び
安
全
に
我
が
国
と
し
て
も
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。そ

の
際
、
防
衛
政
策
の
基
本
方
針
を
堅
持
し
、
他
国
に
脅
威
を
与
え
る

よ
う
な
軍
事
大
国
と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
改
め
て
確
認
す
る
。
さ
ら
に
、

両
法
律
、
す
な
わ
ち
平
和
安
全
法
制
の
運
用
に
は
国
会
が
十
全
に
関
与

し
、
国
会
に
よ
る
民
主
的
統
制
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
認
識
の
下
、
政
府
は
、
両
法
律
の
施
行
に
当
た

り
、
次
の
事
項
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
存
立
危
機
事
態
の
認
定
に
係
る
新
三
要
件
の
該
当
性
を
判
断
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
第
一
要
件
に
い
う
「
我
が
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国

民
の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
明
白

な
危
険
が
あ
る
」
と
は
、「
国
民
に
我
が
国
が
武
力
攻
撃
を
受
け
た
場

合
と
同
様
な
深
刻
、
重
大
な
被
害
が
及
ぶ
こ
と
が
明
ら
か
な
状
況
」
で

あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
攻
撃
国
の
意
思
、
能
力
、
事
態
の
発
生
場
所
、
そ

の
規
模
、
態
様
、
推
移
な
ど
の
要
素
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
、
我
が
国

に
対
す
る
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
が
発
生
す
る
明
白
な
危
険
な
ど
我
が

国
に
戦
禍
が
及
ぶ
蓋
然
性
、
国
民
が
こ
う
む
る
こ
と
と
な
る
犠
牲
の
深

刻
性
、
重
大
性
な
ど
か
ら
判
断
す
る
こ
と
に
十
分
留
意
し
つ
つ
、
こ
れ

を
行
う
こ
と
。

さ
ら
に
存
立
危
機
事
態
の
認
定
は
、
武
力
攻
撃
を
受
け
た
国
の
要
請

又
は
同
意
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
重
要
影
響
事
態

に
お
い
て
他
国
を
支
援
す
る
場
合
に
は
、
当
該
他
国
の
要
請
を
前
提
と

す
る
こ
と
。

二
、
存
立
危
機
事
態
に
該
当
す
る
が
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
該
当
し
な
い

例
外
的
な
場
合
に
お
け
る
防
衛
出
動
の
国
会
承
認
に
つ
い
て
は
、
例
外

な
く
事
前
承
認
を
求
め
る
こ
と
。

現
在
の
安
全
保
障
環
境
を
踏
ま
え
れ
ば
、
存
立
危
機
事
態
に
該
当
す

る
よ
う
な
状
況
は
、
同
時
に
武
力
攻
撃
事
態
等
に
も
該
当
す
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
、
存
立
危
機
事
態
と
武
力
攻
撃
事
態
等
が
重
な
ら
な
い
場

合
は
、
極
め
て
例
外
で
あ
る
。

三
、
平
和
安
全
法
制
に
基
づ
く
自
衛
隊
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
国
会
に
よ

る
民
主
的
統
制
を
確
保
す
る
も
の
と
し
、
重
要
影
響
事
態
に
お
い
て
は

国
民
の
生
死
に
関
わ
る
極
め
て
限
定
的
な
場
合
を
除
い
て
国
会
の
事
前

承
認
を
求
め
る
こ
と
。

ま
た
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
に
お
い
て
、
駆
け
付
け
警
護
を
行
っ
た
場
合
に

は
、
速
や
か
に
国
会
に
報
告
す
る
こ
と
。

四
、
平
和
安
全
法
制
に
基
づ
く
自
衛
隊
の
活
動
に
つ
い
て
、
国
会
が
そ
の

承
認
を
す
る
に
当
た
っ
て
国
会
が
そ
の
期
間
を
限
定
し
た
場
合
に
お
い

て
、
当
該
期
間
を
超
え
て
引
き
続
き
活
動
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、

改
め
て
国
会
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
。
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ま
た
、
政
府
が
国
会
承
認
を
求
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
情
報
開
示
と

丁
寧
な
説
明
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
当
該
自
衛
隊
の
活
動
の
終
了
後
に

お
い
て
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
国
会
報
告
を
行
う
に
際
し
、
当
該
活
動

に
対
す
る
国
内
外
、
現
地
の
評
価
も
含
め
て
、
丁
寧
に
説
明
す
る
こ

と
。ま

た
、
当
該
自
衛
隊
の
活
動
に
つ
い
て
百
八
十
日
ご
と
に
国
会
に
報

告
を
行
う
こ
と
。

五
、
国
会
が
自
衛
隊
の
活
動
の
終
了
を
決
議
し
た
と
き
に
は
、
法
律
に
規

定
が
あ
る
場
合
と
同
様
、
政
府
は
こ
れ
を
尊
重
し
、
速
や
か
に
そ
の
終

了
措
置
を
と
る
こ
と
。

六
、
国
際
平
和
支
援
法
及
び
重
要
影
響
事
態
法
の
「
実
施
区
域
」
に
つ
い

て
は
、
現
地
の
状
況
を
適
切
に
考
慮
し
、
自
衛
隊
が
安
全
か
つ
円
滑
に

活
動
で
き
る
よ
う
、
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
現
実
に
活
動
を
行
う
期
間
に

つ
い
て
戦
闘
行
為
が
発
生
し
な
い
と
見
込
ま
れ
る
場
所
を
指
定
す
る
こ

と
。

七
、
「
弾
薬
の
提
供
」
は
、
緊
急
の
必
要
性
が
極
め
て
高
い
状
況
下
に
の

み
想
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
拳
銃
、
小
銃
、
機
関
銃
な
ど
の
他
国
部

隊
の
要
員
等
の
生
命
・
身
体
を
保
護
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
弾
薬
の

提
供
に
限
る
こ
と
。

八
、
我
が
国
が
非
核
三
原
則
を
堅
持
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
条
約
、
生
物
兵
器
禁
止

条
約
、
化
学
兵
器
禁
止
条
約
等
を
批
准
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
核
兵

器
、生
物
兵
器
、化
学
兵
器
と
い
っ
た
大
量
破
壊
兵
器
や
、ク
ラ
ス
タ
ー

弾
、
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
輸
送
は
行
わ
な
い
こ
と
。

九
、
な
お
、
平
和
安
全
法
制
に
基
づ
く
自
衛
隊
の
活
動
の
継
続
中
及
び
活

動
終
了
後
に
お
い
て
、
常
時
監
視
及
び
事
後
検
証
の
た
め
、
適
時
適
切

に
所
管
の
委
員
会
等
で
審
査
を
行
う
こ
と
。

さ
ら
に
、
平
和
安
全
法
制
に
基
づ
く
自
衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
常
時

監
視
及
び
事
後
検
証
の
た
め
の
国
会
の
組
織
の
在
り
方
、
重
要
影
響
事

態
及
び
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
の
国
会
関
与
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
両
法
成
立

後
、
各
党
間
で
検
討
を
行
い
、
結
論
を
得
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。
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